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研究成果の概要（和文）： 本研究の目的は、島津家に関わる諸資料を調査し、島津家の由緒に

かんする理解の形成と展開の過程を、室町・戦国期から近世末までの期間を見渡しつつ、解き

明かすことである。１６世紀末から１７世紀にかけて島津家由緒は大きく組みかえられている

こと、そうした由緒の再編の過程では軍記物語をはじめとする中世文芸が作用していること、

また１９世紀の薩摩藩主島津斉興とその周辺では、それ以前の状況を踏まえ、中世文芸をも改

めて受容しつつ、新たな家伝の創作が進められたことなどが明らかとなった。 

 
研究成果の概要（英文）：The aim of this research project was to examine documents related 
to the Shimazu House in order to understand the process behind the development of the 
Shimazu Household historical narrative (yuisho) from the Muromachi and Sengoku eras 
through the end of the early modern period. From the end of the sixteenth century and 
into the seventeenth century, the historical narrative of the Shimazu House underwent 
considerable revision and, in the course of this editing, incorporated elements from 
medieval literature and performance, including components from military tales. Moreover, 
this research project has demonstrated that, in the nineteenth century, the Satsuma domain 
ruler Shimazu Narioki and the people around him reconsidered their cultural inheritance, 
and, based on a new reception of medieval literature and performance, created updated 
historical narratives for the Shimazu House. 
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１．研究開始当初の背景 

近年の軍記物語研究では、古態論や個別諸
本論が続けられる一方で、享受・受容論が活
発化しつつある。それは本質的に、近世・近

代を経て現代に至る期間を視野に収めて取
り組まれるべき課題であるが、今のところ近
世以降の享受・受容史に関する研究は進んで
いるとは言いがたい状況にある。 
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また、中世・近世に生み出された武家家伝
については、これまでにも歴史学の分野から
基礎研究が積み重ねられてきた。そして近年
では、文学の分野からも、中世文学と武家家
伝との関係性に注目し、その意義について指
摘する研究もわずかではあるが現れてきた。
特に軍記物語研究にかんしては、本研究代表
者によって、こうした動向をも包括した形で
の受容論が模索され、従来の枠組みが再編さ
れつつある。 
本研究代表者がこれまでに取り組んでき

た研究課題は、中世に生まれた軍記物語が享
受の過程で改作されたり、断片的な知識・言
説として実社会で活用されたり、文学に限ら
ぬさまざまな創作物の源となったりする実
態を、多様な本文改訂の様相との響き合いに
も目配りしながら、個々の事例が生じた時と
場に即して分析し、その様相を通時的に把握
していくことである。こうした研究構想のも
とで、申請者は平成 16～17 年度および平成
18～20 年度の科学研究費補助金による研究
において、室町期の刀剣伝書や武家家伝・故
実・家訓といった資料群の発掘と調査・検討
を進め、軍記物語受容史との関係からの成果
を少しずつ公表してきた。 
そうした調査の過程にあった平成 20年に、

研究代表者は薩摩島津家の家伝に関する特
徴ある資料群と出会った。それは、近世幕末
期の薩摩藩で実権を握った島津久光が、元藩
主である父斉興から受け継いだ資料群で、中
世以来の島津家の根本家伝に関わる貴重な
資料群である。書物・文書・調度・道具類か
らなる当該資料群は、近世末の薩摩藩主斉興
個人の日常の営みと心性を伝えている点で
貴重であるのに加えて、島津家の歴史を背負
った家督として藩政を執った斉興の歴史観
や先祖観、ひいてはその精神基盤を形づくる
島津家家伝の生成過程に、中世の軍記物語や
兵法書が極めて大きな存在感を持っていた
ことを明確にものがたる内容をもつ点でも
注目される。とりわけ、家祖島津忠久を頼朝
の実子とみる近世島津家にとって、頼朝ら源
氏の祖先たちの言動を記し留めた軍記物語
や兵法書の叙述は、他家にとってのそれとは
異なる、特別な意味をもっていたことが随所
に窺える。そこで、近世末を生きた斉興の自
己認識を把握することからはじめて、近世島
津家の源氏としての系譜を幕府に公認させ
た藩主島津光久のときの実態へ、そして中世
の島津家家伝の問題へと時代溯行的に軍記
物語・兵法書受容の層を区分けしていくこと
によって、軍記物語受容史の新たな局面をひ
らくことをめざしたこの研究課題を着想す
るに至ったのであった。 
 

２．研究の目的 

薩摩島津家の家伝の生成過程を、中世の軍

記物語や兵法書の受容という観点から分析
し、室町期～近世末に至る諸段階を跡づける
ことを目的とする。近世末の島津斉興関係資
料群の検討から始めて、近世初期、室町・戦
国期へと時代を溯行する形で分析を進める。
鎌倉期以来続く島津家という個性的な武家
の自己認識や歴史意識が、軍記物語や兵法書
との関係の中で変遷する実態を把握するこ
とで、前近代社会でこれらが担った役割に関
する新知見を得るとともに、これまで手薄だ
った近世社会における受容の諸相を視野に
収めた形で軍記物語受容史研究を再編する
ことをめざす。 
 

３．研究の方法 

上記の目的を達成するための具体的方策
として、下記のような課題を設けることとす
る。 
(1)関係資料の目録作成、デジタル化 
 鹿児島県歴史資料センター黎明館、尚古集
成館、東京大学史料編纂所等が所蔵する島津
斉興関係資料をはじめとする本研究にかか
わる資料群のうち、主に書物・文書を対象に
して、書誌情報を含んだ資料目録を作成する。
黎明館・尚古集成館所蔵の島津斉興関係資料
群については、資料全点をデジタルカメラで
撮影してデジタル資料化し、今後の活用がし
やすくなるようにする。 
 
(2)島津家家伝資料の翻刻・影印等による公
開 
 島津斉興関係資料および鹿児島県立図書
館蔵「玉里文庫資料」等のうち、島津家家伝
の根本にかかわる資料を、将来的に翻刻・影
印等の形で公開するべく、本文データを蓄積
する。所蔵機関の許可がおりたものについて
は、随時公刊していく。 
 
(3)島津家家伝の生成段階に即した軍記物
語・兵法書の受容相の解明 
 島津家における中世軍記物語や兵法書に
関する独特な受容方法とそれに伴う家伝の
生成過程を段階的に跡づける。全体をⅠ島津
斉興期、Ⅱ島津光久期、Ⅲ室町・戦国期の３
期にわけて、遡及的な観点から分析を進める。
島津家家伝の特殊性を見定めるために、他家
（平戸松浦家や毛利家などを予定）の関連事
例との比較も行う。成果は論文・口頭発表等
で公表する。 
 
(4)研究集会の開催――研究成果の社会還元 
 論文・学会発表による成果公開とは別に、
資料所蔵機関と協力しながら各年度に一度
鹿児島で研究集会を開催する。また、最終年
度には東京でも研究集会を開催する。それら
によって研究成果の地元地域への還元をは
かり、かつ学界での情報共有を図る。 



 
４．研究成果 
本研究によって、十六世紀末から十七世紀

にかけて島津家由緒は大きく組みかえられ
ていること、そうした由緒の再編の過程では
軍記物語や幸若舞をはじめとする中世文芸
が作用していること、十九世紀の薩摩藩主島
津斉興とその周辺ではそれ以前の状況を踏
まえ、中世文芸を幅広く、くり返し受容しう
る環境が整っており、新たな家伝の創作が進
められた様相などが明らかとなった。戦国期
から近世末期の状況と向き合った一連の検
討を通して、島津家にどのような文化環境が
継承されてきたのかを具体的に把握できる
ようになったことは、本研究の最大の成果と
いえるだろう。それらの一部については、こ
れまでにも論文化した。 

以後も本研究をとおして得られた成果に
ついて、順次論文化していきたい。本研究は、
日本のなかの一地域における文学的動向に
光を当てたもので、一見すると単なる地域文
化史のごとく受け止められる可能性もある。
しかし、本研究は、こうした事例研究を通し
て全国的な様相への視座を得たり、従来は自
明視されてきた都中心の文学史理解を問い
直したりすることに、今後いっそう意義を求
めるべきであるという立場から試みられた。
さらなる調査と情報整理を経て、それが実現
していくことが期待される。 

 上記のような内容面の分析にもとづく成
果に加えて、先述した「研究の方法」欄に示
したその他の柱となる課題に即して、それぞ
れの成果についても簡潔に述べておくこと
とする。 

 まず資料調査について。鹿児島県歴史資料
センター黎明館所蔵の島津斉興関係資料群
の書誌調査と撮影をすべて終了いることが
できた。尚古集成館所蔵分については、館の
事情もあって当初の予定通りに進めること
ができず、すべての資料の調査と撮影を終え
ることができなかった。ただし、状況が許せ
ば継続的に調査をすることは許されている
ので、今後も機会を求めて作業を継続し、作
業完了まで仕上げることをめざしたい。 

この他、ミュージアム知覧、鹿児島県立図
書館、鹿児島大学付属図書館、東京大学史料
編纂所等に赴き、撮影・コピー等の形で関連
資料の収集を進めた。これらをもとに、斉興
関係資料は順次内容を検討しつつ、関係資料
目録公開に向けた準備を整えた。今後は所蔵
機関との意思疎通をはかりつつ、作成中の資
料目録の補訂と最終点検に取り組み、近い将
来における公開をめざすことになる。これが
実現することによって、資料の情報整理が進
み、関連研究のいっそうの深化が期待できる。 

 次に資料翻刻について。これまで継続的に
準備作業を続けてきたが、あくまでも資料所

蔵機関の許可が下りる範囲での公開となる
ため、現時点ではまだ具体化はしていない。
これについても、公開へも道を探っていきた
い。 

 最後に研究集会について。この三年間にわ
たって、鹿児島地域史研究会や隼人文化研究
会といった、在鹿児島・在九州の研究者が中
心メンバーとなっている、歴史ある研究会の
協力を仰ぎつつ公開研究集会を開催した。質
疑応答のなかで得られた知見も少なからず
あり、今後も定期的な開催を続け、意見交換
の拠点としていくことをめざしたい。 
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